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今
月
の
心
が
け

早
め
に
取
り
組
む
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

頼
ま
れ
た
時
を
生
か
す

物
事
を
頼
ま
れ
た
時
は
、
喜
ん
で
す
ぐ
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
上
司
か
ら
「
先
方
に
確
認
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
指
示
を
受
け
た
場
合
、
即
刻
、

連
絡
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
い
は
、
時
間
の
か
か
り
そ
う
な
書
類
作
成
の
依
頼
を

受
け
た
際
に
も
、
ま
ず
は
一
行
で
も
二
行
で
も
書
い
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

時
に
は
複
数
の
仕
事
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
突
然
指
示
を
受
け
れ
ば
、
自
分
の

予
定
を
後
回
し
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に
行
な
っ
て
み
る
と
、
す
ぐ
に

取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

同
様
に
、「
午
前
中
に
仕
上
げ
る
」「
水
曜
日
ま
で
に
は
目
処
を
付
け
る
」「
十
五
日
ま
で
に

終
わ
ら
せ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
期
限
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
、
物
事
を
確
実
に
進
め
る
秘
訣

で
あ
り
、
相
手
の
安
心
や
信
頼
を
獲
得
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

期
限
間
際
の
ほ
う
が
、
力
が
湧
く
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
人
も

含
め
、
心
の
片
隅
に
「
い
つ
か
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
追
い
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
、
す
っ
き
り

し
た
心
で
、
日
々
の
業
務
を
行
な
い
た
い
も
の
で
す
。

1

F U K U O K A  C I T Y

位
　置

北緯
東経
  33°25’17″～ 33°52’17″
130°02’06″～ 130°29’50″

東京（約900キロ）、 大阪（約500キロ）よりも韓国・釜山

（約200キロ）の方が近いという、この地理的条件から

古来より大陸への玄関口としての役割を担ってきました。

人
　口

1,629,837人

856,204世帯

面
　積

343.39km2
2

男/768,806人           　女/861,031人

  （令和4年8月1日現在推計）

明治22年の市制施行時の面積は5.09

km。100年で約66倍に広がったことに

なります。



令和4年度  福岡市管工事協同組合  臨時総会開催
上程案件全て承認される

 総会の種類 臨時通常総会
 招 集 期 日 令和4年8月23日
 開 催 日 時 令和4年9月 9日
  午後1時30分
 開 催 場 所 福岡市中央区平和3丁目20番10号
  ｢福岡市管工事協同組合会館｣
 組合員総数 126名
 出席者総数 内訳 本人出席  4名
   書面議決行使 91名　98名
   委任出席  3名
 議　　　長 藤　成德 氏（大同設備工業株式会社　代表取締役会長）

1.議長の要領及びその結果
　定刻に至り、司会者竹浦が開会を宣し、藤理事長挨拶を行い、本日の総会出席組合員は定款第38条の定足数を満
たしたので、総会成立の旨を告げ、議長選出を議場に諮る。
大同設備工業株式会社　代表取締役会長　藤成德氏が選任され、議長就任挨拶のあと議事に入る。

臨時総会次第
　　1．理事長挨拶
　　1．議案審議
　　　第1号議案　官公需適格組合追加申請に関する件　
　　　第2号議案　令和4年度事業計画案の一部変更に関する件
各上程議案は全員異議なく原案通りで承認されました。

福 管 協 機 関 誌
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 藤理事長挨拶

議長の藤理事長 総会 会場の様子

福 管 協 機 関 誌
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第11回　定例理事会報告
   

日　　　時　： 令和4年8月8日(月）午後1時30分より 

場　　　所　： 福岡市管工事協同組合会議室 

出　席　者　： 藤、松尾、阿部、岩下、宮嵜、山下、田中、石井

委　任　者　： 松本、藤根、江頭

定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】
第1号議案　福岡市管工事協同組合臨時総会に関する件

事務局－ 臨時総会を令和4年9月9日（金）午後1時30分より福岡市管工事組合会議室で開催したい旨、諮る。 

 コロナウイルス感染症予防の観点から、書面議決での開催とし、総会出席者は、 正副理事長、

 総務部長理事のみとする。  

藤理事長－ 協議の結果、臨時総会を書面議決で開催することで出席理事全員の承認を得た。  

   

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。   

本日の全ての案件を終了した。時に午後2時。

福 管 協 機 関 誌
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事 務 連 絡 

令和４年８月１日 

 

 建設業者団体の長 殿 

 

国土交通省不動産・建設経済局建設市場整備課長 

 

 

建設業関係の資金繰り対策の活用について 

 

平素より国土交通行政の推進に御協力いただき厚く感謝申し上げます。 

  先般、「コロナ禍における「原油・物価高騰等総合緊急対策」（令和４年４月 26

日原油価格・物価高騰等に関する関係閣僚会議決定）」において、中小・小規模

事業者等に対する資金繰り支援に万全を期すための各種支援の延長等が盛り込

まれたこと等を踏まえ、「建設企業における金融支援事業の活用について」（令和

４年５月９日付事務連絡）において、建設企業における金融支援事業の積極的な

活用について、貴団体傘下の各企業に対して、周知方を依頼していたところです。 

今般、資金需要の増大が予想される夏期を控え、「下請契約及び下請代金支払

の適正化並びに施工管理の徹底等について」（令和４年８月１日国不建推第  

１６号、国不専建第２５号）において、下請建設企業に対する適切な代金支払の

確保等について、貴団体傘下建設企業等に対する指導方お願いしたところです

が、現下の資材や原油の価格高騰等が続く状況を踏まえ、建設業関係の資金繰り

対策（別添）の活用について、貴団体傘下の各企業に対して、改めて周知方お願

いいたします。 

 

以上 

福 管 協 機 関 誌
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建
設
業
関
係
の
主
な
資
金
繰
り
対
策

建
設
業
向
け
金
融
事
業
等

フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
会
社

保
証
料

代
金
等
債
権

の
支
払
を
保
証

下
請
建
設
企
業
等

元
請
に
対
す
る
債
権

・工
事
の
発
注

・下
請
代
金
の
支
払
い

・工
事
の
施
工

・資
材
の
提
供

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

○
中
小
企
業
・小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
融
資
・資
本
増
強

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
沖
縄
公
庫
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付

商
工
中
金
に
よ
る
危
機
対
応
融
資

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
沖
縄
公
庫
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ
ル
経
融
資

特
別
利
子
補
給
制
度

・
上
記
の
融
資
の
う
ち
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に
対
し
、
借
入
後

3年
間
ま
で
利
子
補
給
を
行
い
、
実
質
無
利
子
化

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
沖
縄
公
庫
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件
緩
和

・
今
後
の
影
響
が
見
込
ま
れ
る
事
業
者
も
含
め
、
設
備
資
金
（
15
年
以
内
）
・
運
転
資
金
（
8年
以
内
）
を
融
資

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
既
往
債
務
の
借
換

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
、
危
機
対
応
融
資
等
の
既
往
債
務
の
借
換
を
可
能
と
し
実
質
無
利
子
化
の
対
象
に

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に
よ
る
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
特
例
緊
急
経
営
安
定
貸
付
等

・
特
例
緊
急
経
営
安
定
貸
付
（
事
業
資
金
を
無
利
子
で
貸
付
）
、
共
済
契
約
者
貸
付
利
用
者
の
延
滞
利
子
免
除
、
掛
金
月
額
減
額

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
に
よ
る
中
小
企
業
向
け
資
本
性
資
金
供
給

・
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
民
間
金
融
機
関
が
自
己
資
本
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
を
供
給

①
J-

S
ta

rtu
pに
選
定
さ
れ
た
事
業
者
、
又
は
中
小
機
構
が
出
資
す
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
か
ら
出
資
を
受
け
事
業
の
成
長
を
図
る
事
業
者

②
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
又
は
中
小
機
構
が
出
資
す
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
関
与
の
も
と
で
事
業
の
再
生
を
行
う
事
業
者

③
事
業
計
画
を
策
定
し
、
民
間
金
融
機
関
等
に
よ
る
協
調
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
事
業
者

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
（
4号
・5
号
）

・
4号
【
地
域
】
：
全
都
道
府
県
に
つ
い
て
、
一
般
枠
（
2.

8億
円
）
と
は
別
枠
で
借
入
債
務
の

10
0%
を
保
証

・5
号
【
業
種
】：
指
定
さ
れ
た
業
種
に
つ
い
て
、
一
般
枠
（
2.

8億
円
）
と
は
別
枠
で
借
入
債
務
の

80
%
を
保
証

伴
走
支
援
型
特
別
保
証
制
度

・
金
融
機
関
に
よ
る
継
続
的
な
伴
走
支
援
を
受
け
る
こ
と
等
を
条
件
に
、
信
用
保
証
料
の
事
業
者
負
担
を
大
幅
に
引
き
下
げ

経
営
改
善
サ
ポ
ー
ト
保
証
（感
染
症
対
応
型
）

・
経
営
改
善
サ
ポ
ー
ト
保
証
制
度
の
据
置
期
間
を
最
大

5年
に
緩
和
、
信
用
保
証
料
の
事
業
者
負
担
を
大
幅
に
引
き
下
げ

○
中
堅
企
業
・大
企
業
に
対
す
る
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
融
資
・資
本
増
強

D
B

J及
び
商
工
中
金
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援
（
危
機
対
応
融
資
・資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
）

・
危
機
対
応
融
資
：
運
転
資
金
（
15
年
以
内
）
・
設
備
資
金
（
20
年
以
内
）

・
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
：
長
期
一
括
償
還
（
貸
付
期
間

5年
超
で
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
個
別
に
決
定
）

※
一
定
の
売
上
高
減
少
等
の
要
件
あ
り

○
そ
の
他

収
益
力
改
善
支
援

・
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
収
益
力
の
低
下
や
資
金
繰
り
悪
化
が
生
じ
た
事
業
者
等
に
対
し
、
金
融
支

援
の
有
無
は
問
わ
ず
、
簡
易
な
収
支
・
資
金
繰
り
計
画
及
び
事
業
継
続
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
を
支
援

金
融
機
関
等
へ
の
配
慮
要
請

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
沖
縄
公
庫
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件
緩
和

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
・
原
油
価
格
上
昇
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
場
合
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
対
象
要
件
（
売
上
高

5%
減
等
）
を
撤
廃
。

・
こ
の
う
ち
、
利
益
が

5%
以
上
減
少
し
た
事
業
者
に
対
し
て
金
利
を

0.
4%
引
き
下
げ

公
共
工
事
の
前
金
払
、
中
間
前
金
払
制
度

・
前
金
払
制
度
：
請
負
契
約
締
結
後
に
、
原
則

4割
以
内
（
委
託
業
務
の
場
合
は

3割
以
内
）

・
中
間
前
金
払
制
度
：
工
期
の

1/
2が
経
過
し
、
工
事
の
進
捗
額
が
契
約
額
の

1/
2以
上
の
場
合
に
当
初
前
払
金
に
加
え

2割
以
内

（
委
託
業
務
を
除
く
）

下
請
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
債
務
保
証
事
業
、
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制
度

・
発
注
者
が
債
権
譲
渡
を
承
諾
し
て
い
る
公
共
工
事
等
（
注

1）
の
中
小
・
中
堅
元
請
建
設
企
業
（
注

2）
を
対
象
に
融
資
事
業
者
（
事
業

協
同
組
合
等
）
が
工
事
出
来
高
か
ら
前
払
金
等
を
差
し
引
い
た
金
額
を
融
資

（
注

1）
病
院
、
福
祉
施
設
、

P
FI
等
の
公
共
性
の
あ
る
民
間
工
事
を
含
む

（
注

2）
資
本
金
２
０
億
円
以
下
又
は
従
業
員
数
１
，
５
０
０
人
以
下

・
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制
度
は
、
工
事
の
出
来
高
を
超
え
た
分
の
融
資
に
つ
い
て
保
証
会
社
の
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

下
請
債
権
保
全
支
援
事
業

・
経
営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
る
等
一
定
の
要
件
を
満
た
す
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る
債
権
を
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
会
社
が
支
払
保
証

※
発
注
者
は
公
共
・
民
間
を
問
わ
な
い
。
ま
た
、
下
請
次
数
を
問
わ
な
い
。

・
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
会
社
に
支
払
う
保
証
料
の
一
部
を
軽
減
（
上
限

1.
5%
）

・
運
転
資
金
・
設
備
資
金
（
20
年
以
内
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ
ル
経
：
運
転
資
金
・
設
備
資
金
（
10
年
以
内
）

【
政
府
系
金
融
機
関
】

【
民
間
金
融
機
関
】

【
政
府
系
金
融
機
関
】

【
民
間
金
融
機
関
】

◆
一
定
の
売
上
高
減
少
等
を
要
件
と
し
た
融
資

◆
売
上
高
減
少
を
要
件
と
し
な
い
融
資

③
工
事
請
負
代
金
債
権
の
譲
渡

（
未
完
成
の
場
合
を
含
む
）

金
融
機
関

事
業
協
同
組
合
等

（
融
資
事
業
者
）

元
請
建
設
企
業

公
共
工
事
等
の
発
注
者

①
工
事
請
負
代
金

債
権
譲
渡
の
承
諾
を
申
請

②
債
権
譲
渡
を
承
諾

⑤
借
入
れ

⑥
転
貸
資
金

⑦
（
完
工
後
）

工
事
代
金
支
払

発
注
者
に
対
す
る
債
権

④
工
事
出
来
高
査
定

元
請
建
設
企
業

融
資
限
度
額
：
【
中
小
事
業
】
7
.2
億
円
、
【
国
民
事
業
】
4
,8
0
0
万
円

貸
付
期
間
：
設
備
資
金
１
５
年
以
内
、
運
転
資
金
８
年
以
内

据
置
期
間
：
３
年
以
内

原
油
価
格
上
昇
対
策

福 管 協 機 関 誌
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贖いの日々・・・

K
・
A
　
運
送
業（
29
歳
）

後
悔
の
な
か
で

福 管 協 機 関 誌
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あ た ま の 体 操あ た ま の 体 操第19回

図2図1

図1

10cm

10cm

5cm

5cm 5cm

5cm

面A
45°

図2

20cm

20cm

30cm

20cm

30cm

①この容器に入っている水の量は何㎥ですか。

②この容器の面Aを底にして垂直に立てると、水の深さは何ｃｍになりますか。

①図の水の体積は何㎥ですか。

②図1の容器を図2のように置きかえたとき、水面の高さは何ｃｍになりますか。

　四捨五入して小数第1位まで求めなさい。

【問2】 底面の半径が20㎝、高さが30㎝の円柱を4等分した形の容器に、

 図1のように水が入っています。このとき、次の問いに答えなさい。

 ただし、円周率は3.14とします。

【問1】 図1のような、立方体から直方体を切り取って作った容器に水を入れて、

 図2のようにふたをして45°かたむけたところ、　　　の部分まで水が

 入っていました。次の問いに答えなさい。

福 管 協 機 関 誌
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「せせらぎ」6.7月号【解答】

 【問1】　150度

 【問2】　30度

●前号の当選者には賞品（QUOカード券）を発送しております。
　ご応募ありがとうございました。

【応募方法】
答え、事業所名、氏名、連絡先を明記の上、ＦＡＸにてご応募下さい。正解者の中から抽選で5名様に
ＱＵＯカード券2,000円をプレゼントします。解答は、次号「せせらぎ｣10・11月号に掲載します｡尚､
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

締切：令和4年11月11日（金）　　　ＦＡＸ.０９２-５２２-５２８７

事業所名：

氏　名　：

所在地　：〒

連絡先　：　　　　　　　 　（　　　　 　）

回　答　欄

【問1】 ① （　　　　　　　）㎥　②（　　　　　　　）㎝

【問2】 ① （　　　　　　　）㎥　②（　　　　　　　）㎝

～個人情報の取扱いについて～
ご記入いただいた個人情報は、ご応募いただいた
プレゼントの抽選・発送のために利用します。
他の目的に利用することはございません。

福 管 協 機 関 誌
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組　合　通　信
4－13号 8月 2日 福岡市仕様大型メータ－ボックスの統廃合に伴う資材供給の追加について 

4－14号 8月23日 臨時総会開催のご案内

4－15号 8月29日 2023年版「全管連手帳」申込について

4－16号 9月 9日 令和4年度(後期）技能検定受検案内について

4－17号 9月14日 資材中間決算棚卸のお知らせ

組 合 の う ご き
8月 4日 福岡県建設工事紛争審査会が福岡県庁で開催され松尾副理事長が出席した。

8月 8日 正副理事長会が組合会議室で開催された。

8月 8日 定例理事会が組合会議室で開催された。

8月18日 津山税理士による会計精査

8月23日 全管連会長、筆頭副会長、6部担当副会長会が東京で開催され藤理事長が出席した。

8月26日 福岡市水道創設100周年記念式典が福岡市科学館で開催され藤理事長が出席した。

9月 8日 福岡市消防設備士会三役会及び理事会がANAクラウンプラザホテルで開催され藤理事長が出席した。

9月 8日 福岡市消防設備士会理事会がANAクラウンプラザホテルで開催され松尾副理事長が出席した。

9月 9日 福岡市管工事協同組合臨時総会が組合会議室で開催された。

9月16日 津山税理士による会計精査

9月20日 広報・企画・情報委員会が組合会議室で開催された。

9月21日 福岡県職業能力開発協会理事会が人材開発センタ－で開催され松尾副理事長が出席した。

9月26日 福岡県建設工事紛争審査会が福岡県庁で開催され松尾副理事長が出席した。

9月29日 全管連正副会長・部長会が東京で開催され藤理事長が出席した。

9月30日 中間決算棚卸

代 表 者 変 更
 △　新）株式会社松尾管工 松尾　　剛 旧）松尾　勝俊

 △　新）株式会社曙設備工業所 蒲生　和紀 旧）野田　弘之

福 管 協 機 関 誌
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